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飽和食塩水によるポリキーターの駆除について

船 越 将

(真珠研究所大村支所)

近年、ポリキーターによる被害は、真珠産業にとって憂慮すべき大きな問題

となってきており、現在、実珠養殖の行なわれている所では、被害の大小はあ

れ、ほとんどといってもよいほど広い範囲に病害があらわれているようであり

ます。長崎県においても、夏季や避寒中にみられる艶死現象の大きな原因のー

っとして、ポりキーターの寄生をあげることができるようであります。 したが

って、ポリキーター駆除対策の早急的確立が切望されており、各所において研

究が続けられていますが、大村支所においても38年度より駆除試験を行なって

きているので、その経過の概要について述べてみたいと思います。

I ポリキーヲーの寄生状況および被害調査結果

ボリキーターのすべての程類が民殻に孔をあけてはいりこむのではなくて.

穿孔能力を持つのは数種でありますが、その内ポリドラが最も大きな害を及ぼ

すようであります。こころみに、大村湾内のー漁場で者殖している 4年貝につ

いて、寄生しているポリキーターのうちでポリドラのしめる比率を調べてみた

ところ、 73%という高率を示しましたが、その後の調査結果でも同じような傾

向を示しているようであって、いかにポリドラの寄生が多いかがうかがわれる

と思います。

昭和38年 9月、大村湾奥部の漁協から例年になく 2年貝の死亡が多いという

連絡があったので調査したところ、 15%の奨死率を示しており、寄生状態は中

程度と重症をあわせて36%に達しておりましーた。そして、死員の80%は貝殻の

閉殻筋部にポリキーターの寄生の影響が認められるところから、この部分に容

生の影響があらわれる場合は、貝にとって非常な害になることが推察され、こ

のような貝は栓差しゃ手術時に開設筋が切れしやすいようでありますし、また、

環境条件の変異や管理の面で貝を衰弱させた場合、死にやすくなるようです。

E 処理について

一般に大量に処理する場合が多いようですから、経済的濃度についての検討
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が必要であると忠われますが、貝を右害な液の中に没漬するのですかた. その

没潰の時間は出来るだけ短かくすべさであり、殺虫の効果は、濃度の r'i}Jい程あ

がるわけで‘あります。したがって、高濃度で短時間法演を行なうのが良いと

え、飽和食塩水を用いて試験を行なっています。

1.飽和食塩水へのidi古i前

有無言f判別することは不

をゥFることになりまプずが、りますから、すべての貝につい

その時‘に、民の賂9Eやトヱ漬f去り成長より

はいうまでもないことです。

7月下ノ可に 3

1)ι 

した結果、次のようになりました。
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このことより 3年貝では、抱和食塩水へのiぶ良時間を30分間以内にするのが

よいだろうと しま Lた。

2. i受漬百坊のiを干しの効果について

軟体部!こ飽和食塩水がふれれば有害であるから.その中で貝が開設しないよ

うにするため、没漬iiUに操作してやる必認があります。そこで、次のように 2年

見守ピ成って実験を行ない、情霊長や貝殻成長量との関係をみてみました。

A: 対照

B : 誼[妾飽和食塩水に15分間没漬しその後30分間陰干し

C : 30分間陰干し後飽和食塩水に15分間浸潰しその後30分間陰干し

D : fOC楼15分間浸潰

実験期間: 38年9月25日-38年11月8日
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CI士艶死率がAと間程度であり、 Bとは芸ーがあって、また貝の増重量、貝鼓

よりみると、 CはBよりすぐれているようであるがAより劣っているよ

うであります。この実験より、浸漬直前の陰干しは、開設操作として効果がまら

ることがわかりました。 しかもこれl才、貝掃除とかねて行なうことができます。

この場合、貝j'fi1除のための足糸切聞は処3JJ:!にあたり、貝の中への食塩水

がひどくならないかというけねんが残りますが、実殺の結果から、足糸切断の

ほとんど認められませんでした。

くなる

るようですので、なるべく乾燥させぬよう}ピーすることが

好ましいと思います。

ることになるが、その i請に陰千しが終ったら

中に入れて、貝に充分な海水を令交せて後飽和食品

してやるのが主当であります。

3. しの効果について

丸b3''2(，;t、 2年員と 3年員以との 2刊に分けてコkjえています。 2

ものでは、飽和食j盆水のi点王も早いし、ま

7J(処3Elこ対 L忠弘、何古]が見られます。

殺虫〈ヴは、午;i:生の状態にもよるようで、

分)が二i豆、こなっていて、その間の泥υ〉中に虫がいる場合や、内

中の虫は非常に殺虫が困難なようで、このような状態のものの多少により殺虫

率に差がでてきます。とくに、秋季に殺虫本を比較する場合には、内面泥駿官

が大きく影響します。

貝に対しての安全j受漬H寺問は30分間以内ですが、それでは殺虫本がひくいよ

うですから、殺虫率を「認めるのに役立つのではないかと考え、飽和食塩水

潰した後i笠千しを行なったわけです。 i三i責後陰干しを行なう場合け、、表IのB

とDの比較よりわかるように、貝に対する影響も恰くなるので没漬時間はより

短かくしなければならないようです。

4年貝を使用して浸漬時間を15分間とした場合、その後の陰干し時間と殺虫

率の関係を見たところ、次のようになりました。

翼民貝殻内面に出ている泥棲管で、まだその上に真珠}習が分a、されていないもの。貝殻縁
辺部に多いが、中央部にも相当ある。この泥棲管中の虫は 5mtn~ 1 c時iJ後のものがほ
とんどであり(もちろん大型の虫もはいっている場合がある。)、 処理によってこれ
を殺すのは困難である。この内面泥棲管の出現は7月下旬-8月下旬に多いようであ
り、この中にはポリドヲのみが認められ、(也の虫はまだ認めていない。
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実験期間:38年9月1日"'-'19日

1155t浸漬 !12告で[話会評ぞ
|殺虫率 !62%B14b 190% 

; 内面泥棲管の中の虫を 69% 91% 92% 
| 除いて出した殺虫率 I VV'- V~ ，- I V _ ' _  

この表から、陰干しの効果について見れば、陰二Fし30分、 60分はいずれも

千しを vやらなかったものより殺虫率は高く、 30分と60分の陰干しを比較してみ

れば、全虫数に対する殺虫平は30分陰干しのものが低いようであるが、内面泥

懐管が30分陰千しの組に比較的多かったので、これを除いて殺虫率を出すと、

91%と92%となり、殺虫率?こ去は認められなくなります。これによって、陰千

し時間は30分で充分であると考えられます。ここで、 15分間没演後30分間陰干

しを行なえば、効果的であることがわかったが、この場合、若干哀弱する貝が

みとめられる時がらるので没漬時間を短かくしてみました。

実験期間:10月 2日-22日

殺 虫 三転

内面泥棲管の中の虫を
除いて出した殺虫~s

52% 66% 88% 

15分浸漬後30分陰千しと10分没演後30分陰干しの問にはほとんど廷はないの

で、 10分間飽和食塩水に没潰した後30分間蔭干しを行なうのが効果的ではない

かと考えています。

次に、 2年貝では、 2分没漬後30分陰干しとら分没漬後30分陰干しとの間に

ほとんど差はなく、 80~85%の殺虫さ容を示しているので、 2~3分間飽和食塩水

iこ没漬L30分間陰千しを行なうのがよいのではないかと考えております。

以ヒのように、飽和食塩水に浸漬後、その貝を桧千しすることによって殺虫

の効果を一層高めることが出来るようです。

この陰干しは飽和食塩水への没漬時間の延長とでも考えられるものでありま

す。

貝を飽和食塩水中に浸潰した時、その中で適当にゆり動かし貝殻表面よりの
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浸透をすみやかにしてやるのもよいことです。

4.飽和食塩水処理による貝への影響

組和食塩水の使用は、ボリキーターの駆除に効果的ではあるが、反面、処理

を誤れば、肝心な貝に対しても弊害をもたらすものであるから、駆除試験を行

ないながら、一方では、貝に対する影響の程度を見るための試験を実施しまし

? 
1'--。
Oハサキ形成量を指標とした影響試験

飽和食塩水にエォνンYを溶かした液に、 j立を15分と1H寺閉それぞれ技法し

たものを肉眼的に観察すると、 15分没漬ではタト套)i克縁辺部が淡赤色に景色し、

その部分に粘液の分泌が見られるものがありました。 1時間j出寅では外套践が

収縮し、唇弁、部にも斎色が認められました。このような観察結果から、飽和

食塩水処躍の影響は外査!良縁辺部に顕著に現れるようですから、貝殻のハサキ

形成に影響が及ぶと考えられします。そこで飽和食塩水処理の後、ハナキ念切り、

一定期間後そこに新しく形成されたハサキを切り取り、重量;を測定してみまし

? 

れー0

実験例 I

供試貝: 2年員、貝掃除10分後 2分没潰しその後30分陰千し

実験期間: 38年10月 9 日 ~ll 月 13 日

i 10月30日の測定 :n月13日の測定 I2E日間の稔増死貝数 i lgぃ 2vノじ日
i平均値 (711g.) 平均値 (mg)I 1重量 京)

o I 110 187 8 

100 220 

実験例11

供試 貝 : 3年員、貝掃除10分後10分浸潰しその後30分陰干し

実験期間: 38年10月 17 日~1l月 12 日

39 I 442 

10 

以上の結果から、当初においては、対照よりやや悪い影響があらわれている

ようであるが、 1ヶ月もすればその影響はほとんどなくなり、かえってハサキ

の形成は盛んになってくるようです。

--5 -



5.処理の時期と

と推定されているし、又民の活力、気温、水iJDー

から考え、 9 月 ~lO 月 lc処砲を行なったブゴがよいと思います。そしてそれは去

豆よりわ/わるように避寒中における良の奨死を軽減させるのにも役立てること

ができるようです。

していた長で、 9月lz:.l5%の

30分間である0

5!JよJ1l1J=1 38王手l0n1 J=I 

II 

名訴~)与により E:境とれはことなるからいちがいにはいえないが、だいたい註

衆より 1ヶ月 liすには処理を完了しておくべきでしょう。

さら 虫の 7~f生が認められるので、 38年 9 月に大村

より考えて、 7月 ~8月にも処理を施すこと

が駆除の効果を)層 lおめることになるだろうと忠いま~ 0 

む す び

飽和食海水の使用によって、ポリキーターを相当程度に駆除できるというこ

とははっきりしましたが、その処主主方法にはまだまだ検討しなければならぬい

くたの問題が残されているようです。

いままでの試験は、母貝のみを対象として行なってきましたが、これから引

き続いて、施術貝に対しての処理問題や生産される真珠の品質との関連性など

を追求していきたいと予定しておりますので今後とも御協力下さるよう御願い

します。
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濃食塩水による貝殻寄生虫の駆除について (2)

(濃塩水によるポリキーターと付着物の除去について〉

脇 専一・山口菊男

(三重県?'nl~只養殖漁業協同組合)

京工朱業界には数多くの されているが、 l~J (ポリキ

ーター)被害除去は問題中の間題であり、平く何んとかならないかと希まない

人はないと申し上げられよう。

守f生虫駆除については既に国立喪主来研究所を中心としたTt1!究機闘で松々

が進められ、駆除法として濃食水に没演する方法が最適とされ、既に昨年度

本組合が中心となり、県下各地に於いて大規模な駆除実習を行い、多大の効果

と操作の安全性を確認し、当初っこ於ても其の結果につき詳細発表したの

で、一般の方には其の点、充分認識を深められていると忠われるが、各経活者

が意欲的l仁木塩水処理を実施するためには、尚前年度実施要領の完援を;唱すと

共に其の他の諸点(l~!Jち、貝の生態に影響はないか、民主党の付若物に変イじはな

いか、年間の回数~;l:.何回位か等)について更に究明すし、現在の器殖法に革命的

な要素の注入を念願としていましたが、学いそれぞれ関係研究機関の方々の御

好意あふれる御指砕をいただき、本年初汲;実i米貝設付j古物の除去と寄生虫の

駆除(予防を兼ね)社主との併用を考え 3iicO貝の越冬のま Lのものを……7J(t，丘

上昇を待って……飽和食塩水に没潰して見たところ、殺虫効果については尚若

干不足の点はあるが、付着物除去についてはおを追うにつれ大体予想の線が出

そうで、母貝養殖に於ては今後 2 年貝対 n~1に本実験を続けて行けば、貝掃除と

寄生虫の予防措置の二つの目的逐行可能の見透が得られて来たので、実験途中

ではあるがここに発表して、敢て業界諸兄の御批判を仰ぎたいと考えます。本

実験について終始御指導御支援を賜った国立真珠研究所及び水産試験場の方々

に深謝いたします。

I 試験の概要

試験実施場所:度会郡南勢町内瀬

{共試貝及び数: 37年度産 (3年貝18~199) 500貝
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試験実施時の条件 :昭和39年4月18日

気温 25
0 

C 

水混 20.3
0

C (表面)

食塩水濃度 360[1/海水11'(過飽和)

液温 19
0 

C 

供試I:H:貝の状態:越冬のものをそのままもちいたので龍(化繊箆)、貝と

も付着物で非常に汚れ、ポリキーターに侵かされ貝殻が

よ主化した死貝を 1箆で数民認められたものを使用。

処担操作要領:操作1.筏より引揚げてから滞空30分

操作 2. 再び通常海水へ 5分(気泡の停止する間)

操作 3. 淡水に10分演説，

4. i良く(過飽和を使用した)20分

操作 5.陰干し(貝殺表面が乾燥しないよう)30分

操作 6. 伐に垂

E 結果及び考察

A)寄生虫の状態について

4月181ヨに処理したものを10日後の 4月27日に一部調査したら次のような結

果が出た。(供試貝中一部摘出)来

ffil病貝 :貝殻内面にポリキーターの侵入による異常癌起のあるもの又は泥

管のあるもので、これ以外の正常貝は全く無傷貝。

初 期 :侵入後間もない状態の患部で泥管の上に薄層のゴンキオリシが被

ったもので外観から泥管が露出した如き状況を呈する。

中 期 :初期よりかなり時間の経過したもので泥管に沿って有機質を混じ

た真珠質の分泌がみとめられるもの、しかし未だ完全なチューブ

を形成していなし、ものである。

議国立真珠研究所水木技官による。
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越冬後4月18日衡のまま波準点処理したものを

6月10日惚影。

- 9ー
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殺虫率 :今回の資料中では殺虫率は低かった。これは付着物の除去を主日

的に実験したため、越冬後の付荒物が非常に多いものをもちいた

ため、付着物により擢病個所に濃塩水が侵入しにくかったのでは

ないかと考えられる。とくに侵入初期のチューブ内の虫体の艶死

'li~少なかったがこれは初期のチュープ関口部はとくに端先部に多

く開いていて、その部分の付活物7']'多かった。(参照)

B) 物の!徐去について

lJで、処班員 (38民)対照貝 (41貝)について容積量で

比較さとしたところ、処J.~~I民では 1 貝平均3.8cc、対照貝で 1 貝平均5.4cc と

なり、処忠良では%程度減少していることになる。 塩水処f11.15日後では更に減

少している(実際計定はしていないが肉限的に)即ち処辺によりある程度

る。

では、ワズマキゴカイ、カナネカンヂνの外国トjづ古石灰管陵

て死irJ~ しているが、石灰官等は残る。又小型泌姉、ホヤ(とくにネシ

エキボヤ)も殆んど死に 5~7 刊位で腐敗~li[夫、してこれらに付随していた泥等

も流失してかなり殻衣自は、きれいになっている。又ブジツボ、カキ

程度死滅 L ているが特に大;JJiJーのものが生きていた。 rl~ し実験期間が短いため断

〉芝はtl:71ミないが の成長は対照貝にJ七し勝るとも劣らないようで主うるの

で、これについても山試を試みたい。

円

U
1
S
4
 



核の 1偲入れと 2個入れとの比較について

大 須賀 正

(共 栄水 産株 式会 社)

最近の大(原核8ミリ以と)養殖は 1他人れが苦通になっていますが、こ

れを 2個人れにした場合どのような結果がでるか、長IJち1個人れと 2個人れと

ではどちらがとくかということについて試験してみました。

でその中間報告です。今後採取に至るまでにどのような変

化があるか不明ですし又持核時期や、漁場などの相i廷によってこの試験結果が

何処にもあてはきるものとは考えられませんが何かの御参考になればと思い発

表する次第です。

1.試験方法

使用した母貝は 4年貝の70出、り、 80出、り、 90州、りの 3種類で、これに同一条

件で挿桜を行い、 1個人れを災験滑に、 2個入れを対照詳として比較検討して

いる。

持核t'i 38. 7. 19-26. 

第 1回 38. 9. 27-30. 1に又

第 2 回を~39. 4. 17-20.に実/出した。

試験漁場は次のとおりです。

施令官漁場・.......・鳥羽市浦fcj'

育 成グ …ー …全上

避寒庁…・・・…尾鷲市曽根i甘J

2.中間結果

第 l 回および第 2 回調査した結果、冥玉木良の緊死率.脱核 ?4:~、在校卒などの

状況け、第 1表、第2表および第 3表のとおりです。

3.考察

中間調査の結果から次のことがわかりました。

①莫珠貝の箆死率は 2fi回入れの方が少々高い。
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②脱核については入核数に対する比本は両者共同長同じであるが施術貝数に対

す比率は 2個人れの方がはるかによい結果になっている。

@施術後2年目では残存貝数('j:2個人れの方が多い。

ほ貝 (80掛り)、原核(1ヶ入8.25、90%、2ヶ入8.0-8.5)

2イ間入れ i 期 日

38.7. 19-26 

38.9. 27-30 

11 

11 

2，273貝

379貝|

16.7%1 

1，894貝;
366貝l

(第 l表)

907Jtl 

21. 5%: 

3，298貝;

1，333貝|

2/1 

数

車先

数

主名

員

貝

貝

十見

?将

3'1: 

;;;E 

透
。r匂
i(;:;I]< 

1. ;ij包

3 鍔

2.努

X 4. 

数貝日lf荷I"'J 5. 11 

" 816ケ l

L 548ケ 1

34.1'1合l

ぅケ
子、A 目見核山川以のそ6. 

11 1，333ヶ
数ノぞ核7.脱

11 31.7% 
8 施 術核 数 l亡対す広
脱 核率

11 68.1%， 

40.8% 

e1. 7"1合!

40. 4~も!

9.施術貝数に対する
脱 核率 711

10. x線透視貝入核数に対する
脱 核 三容 11 

11 2，240ケ]，965ヶ|数核11.在

11 98.5~も{46.7~も

46'7%: 

12.施術貝数に対寸あ
tt'核率 1111

η 49.3%: 
1:3.施術貝数に対す;;;

11:核率

14. x線透視貝数にす、f十;;;
ギF 核 三容 11/4 11 118.2% 59.6% 

39.4. 17-20 1，200貝1，520貝|

36.1% 

数貝存15.生

11 52.8問

63.4% 

16.施術貝数 に対寸る
生存率 15/1

11 

円
〆
白

46.0%i 17. x線透視貝数に対十る
生存率 15/4



(第2表) 母貝 (80掛川、原核(1ヶ入8.25、1∞%、 2ヶ入8.0-8.5)

1個入れ 2個入れ 期 日

1.施 術 員 ;数

2.第 死 貝 数 269貝 478貝138.9. 27-30 

3.鋒 死 率 2/1 13. 4%1 16. 5%1 グ

4. x線透視貝 数 1ね1貝川 賞l
5.同 摘 出 貝 数 679貝 386貝。

6.その他脱核点数 - 1.0日ヶ 11

7.脱 核 ノ々 数 計 町ヨゥ 1.回伽 11

8.施術貝数に対する 33.9%1 31.7% 。
税 核 率

9.施術貝核数に対する
脱 率 7/1 33.9%1 63.3% 。

10. x線透視貝入1ρ4核ベj 数に対する
脱 率

39.2%1 37.9%1 11 

11.在 tヌh 数

12.施術貝核数に対する
在 率 11/1 52.6%1 103. 5~，もク

13.施術核数に対する 52. 6%1 51.8% 。
在 核 率

14. x線透視貝数に対する 60.8%1 124.1 %1 11 
在 核 率 11/4

15.生 存 貝 数 757貝 1.510貝139.4. 17-20 

16.施術貝存数 に 対 す る
生 率 15/1 52.4%1 " 

17. x線透視貝数に対する 43.7% 62.8%1 11 
生 存 率 15/4
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母貝 (90掛り)、原核(1ヶ入8.0、100%、2ヶ入7.75-8.25)

日

38.7. 19-26 

38.9. 27-30 

(第3表)

期

1， 

" 
11 

11 

11 

11 

1個入れ

目

ハ

ケ

%

%

門

J

ワ
i

R

U

R

U

--ム

1
ム

戸

h
d

円

h

U

A

ω

ム

凋

斗

み

つ

司

ハ

ベ

U

41.7%1 

721ヶ!

48.0%1 

48.0~七;

58判

522貝!

34.8%1 

… 

1， 数貝制(j1. IJ(li 

22.1%i 

942貝

149貝

4伊|

7肋|

第(只死2. 号室

2/1 苑3.姥

1， 数貝視透線4. x 

Wx 只-斗
ドド

L?雨5. r日j

数

一一一ロ

脱核々

数メを

他の

核

そ

7.脱

6. 

1; 29.1 対する
三五E

8.施術核
脱

11 

11 

11 

11 

" 
1/ 

39.4. 17......20 

11 

" 

A
せ

司自

t晶

53.3% 

%

ケ

%

%

%

貝

%

%

Aム

Q

J

4

&

叶

1

1

i

n

H

U

R

u

d

‘

;

・

・

f

門

J

T

i

ワ
J

口
O

R

U

R

u

n

む

つ

ん

っ

。

'

Q

V

A

ゐ

つ

L

8

4

ハむ

可
t
ム

司

1
ム

9.施術貝数 に対する
脱核率 7/1

10. x線透視員入核数に対する
脱 核 主事

数核ll.在

12.施術貝数にすJする
在核数 ll/l

13.施術核数に対する
在核率

14. x線透視員数に対する
在 核数 11/4

数貝存羽生

16.施術員数に対する
生存率 15/1

17. x線透視貝数に対する
生存率 15/4



ピースの扱い方( 続き〉

町‘ 井 昭

( 国 立 真 珠 研 究 所 )

11fJ号ではピースの構造の概とその性質について連ベ、ピース作製および使

用 hに必妥と忠われる事項についても少し触れたが、今回はなお不足と思われ

る点について補足してみた。

有機震はどんなときに分泌されるか

こわされたり、寄生虫に侵されたりする L、貝殻の損傷郊にはこげ茶

(殻皮、ゴシキオリン)が多量に分;虫、される。有機質が相

すると、そのとに核柱層ができるが、これもある期間沈清すると分泌が止ま

り、その上に光沢のある真珠層が沈滞する。これは貝殻修復の典型的な経過で

あるが、この働きをするのは外とう膜の貝殻面上皮である。この間に上皮細胞

の型態はそれぞれの分泌物を分泌するところの特徴ある形態をとりながら漸次

変化してゆき、ついにす(常の状態、(へんギーなl:J:引にもどる。

翼珠のばあいには、来袋から有機質の分泌が極力抑制されるよう注意が払

われるが、外とう艇のばおいとまったく同様のJjt象がおこる。これは前記のよ

うな性質をもっている外とう膜から切り取ったピースを使うからにほかならな

い。真珠袋のばあい、形成初期には分部的にでも有機質が分泌される状態にあ

ることが非常に多い。浜揚げ冥珠にみられるしみの多くは初期における有j滋賀

の沈斎によるものである。

ピースまたは真珠袋にこのような異物質を分泌させるように働きかける原因

についてはまだ充分に説明される状態にまで研究されてはいないが、前すでも

触れたように、淡水の作用、異常な摩擦、高塩分水、薬品の作用等通常と違っ

た状態のもとでは上皮は敏感に反応して有機質を分泌するに至るのである。移

植後(核入れ手術後真珠袋が形成されてから真珠層が分泌されるに至るまで)

におこる有機質の分泌は生理的必然といえるものであり、避けることは無理で

あろうが、ピースに対して人為的に加えられる種々の刺戟はできるだけ少なく

するように処理されなければならなし、。こうすることによって不要な成分の分

泌を少しでも抑えることができるであろう。真政袋の上皮は上記のような性質
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をもっているので、扱うに当たって注意しなければならないことは確かである

が、このような性質をうまく利用すればブルーだまやピンクのものをつくる手

段とすることができるであろう。

ピース貝とピース

真珠成分の分泌は若い貝ほどさかんであるから、充分巻くことを期待するな

らば、ピース貝は 1~2 年のものを使う方がよい。しかし小さい貝ではピース

作製のときに手聞がかかり、正確に切断することがむずかしいため、および若

い貝のピースを使ったばあい産出される真珠はクリーム系が多いといわれてい

るため使われない。ピース員には主として 3年および4年生のものが使われる

が、 3年生のものは大きさも手ごろであり、分泌も相当さかんであるので、ピ

ース貝として適当であるといえる。ピース貝として具えるべき条件は“はさき"

のよく伸びている元気なものである。田辺ら4)はピースおよびピース貝につい

て経験的に得たことがらをまとめ詳細にわたり発表している。同氏らはピース

貝は別に養成し、 3年貝のはさきのよく伸びていて、変形してないもの、貝殻

外面の色は赤い放射状の模様のあるいわゆるグあさひ貝止がよいとしている。

最近では貝殻に多毛類の寄生している貝が多いので、貝殻に傷があるかない

かもよく硲かめる。ピースを切り取る部分に接している貝殻に傷があって有機

質の分泌が行なわれつつある貝からはピースを切り取らない方がよい。それは

先述のように、異常な刺戟を受けたピース上皮は冥珠袋形成後もやはり異常な

分泌をする可能性があるからである。ただし、以前に有機質を分泌していたも

のでも、ピース作製当時に黒い有機質が分泌されていなければ使ってさしっか

えない。

薬品処理

ピースを薬品で処思して良質の真珠を作ろうとした試みは相当古いが、なが

い間成果をみずに経過した。 1957年高岡3)はピースに種々の薬品をぬって核入

れ手術を行ない、表 1のような成績を得ている。すなわち、ピースに各種の栄

養剤、ホノレモン、色素等をぬって、これより形成される真珠袋に活力を与え、

巻きを促進し、色をよくするということが目的で、あった。同氏は主目的は達成

されなかったけれども大へん興味深い成果を収めている。その後数人の人たち

によってもピース処理試験について公表された。 1.2.5)

薬品を使うということはつぎのような目的がある。

1) 普通品または良質だまの品質の向上をはかる。

ハり14
 



すなわち色はホワイト系からピシク系のものを産出させ、巻きを促進し、つ

やをよくする。

2) くずだまの防止

すなわちピースの活力を調整し、有機賀の分泌を抑える。

表l ピース薬品処理試験の結果(高岡1957より抜き芸)

メチオニン 1/50，∞o αミーノナノレモル酢ン酸『よ ，0001イノレミノ Ul/5O，o∞
宍 験対 昭 実 験対 昭 突 験対 照

施術年月日 1952. 8. 22 1948. 9. 5 1953. 7. 23 

採取年月日 1953. 11. 20 1948. 11. 11 1953. 11. 20 

核(分) 1.8 20 2倒入 1.1、1ふ}.3 3個入 Ul、2.0 2個入

( A 13(50%) 4(21%) 10(53%) 6(37%) 17(40%) 4(21%) 
Tこ
ま B 13(50%) 14(74%) 7(37%) 7(37%) 25(57%) 14(74%) 

C 1 0 l( 5%) 2(10%) 5(26%) l( 3%) l( 5%) 

合計 i26(100) 19(100) 19(100) 19(100) 42 (100) 19 (100) 

しら、脱核 26 13 l 2 16 13 

ポリタミン 1/200 ビタミン B111l0，0∞}どと

実 験 対 日召 生プ主く主 験 対 限 A:巻き、光沢、色

施行年月日 1955. 9. 16 1952. 8. 21 調のよい真円の

採取年月日 1956. 11. 20 19田.11. 20 もの

核(分) 1.2、lふ 1.4 3個入 2.0、1.8 :2個入 B : A~とは劣るが製

日¥l亡できるもの
( A 2lClO%) 3( 4%) 5(25~七) 4(21 %) 

C:稜柱だま、極端fこ
ま B 11' 61(76%) 13(65%) 14(74%) 

なうすまき、どの
口口口

C 34(17%) 16(200/0) 2(10%) l( 5%) 
くず等

質
合計 1200(100) 80(100) 20(100) 19(100) 

{ しら、目覚核 5 4 24 13 

1)の白的のためにはヨークレ νチン、感光色素等が用いられ、また 2)のく

ずだま防止のためには、細胞賦活作用のある感光色素および作業時における細

菌による感染症の防止のために抗生物質が用いられ、それぞれ成果を得たこと

が発表されている。

またピースそう入を容易に L、しらだまの産I:P:を防止するためにピースを若手
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色することはひろく行なわれており、この色素については 1962年宮内2)により

エオジ γYが従来のものよりよいことが発表された。ピース染色のための'色素

は、マーキユロクローム、エオジシ、メチレンブルー、色ベに、その他が使わ

れ、効果があげられている。いずれもピースはそう入位置を孫認できる程度に

決めて使用する。 1~0. である。

処理方法

ピースは るまで、まな板とで数分から20分間く

とかしてピースにぬるようにすればよい。これまでに公表さ

ピースにぬるだけという 1均単な方法がとられてい

る。多くのば、い、この方法によって日的が達せられるであろう。ほかに、生

きているピース民主処漉しておいて、活性化したピースを使うという方法も

えられるが、いまのところこれについては なされていない。

くすりの と寂扱い

から、保〆仔にはとくに[1怠ずる必要がある。くすりは

いから、{史間後は残りのもの

しておく。また、1'1光の直射しないところに置くようにする。とくに色

湿気、日光は禁物であるから、直射光Cノコヨらない乾燥した所!と置く必

〆;)0

気から守るためにはね:;DL¥の容語、デシケークーに入7，，，ておくとよい。デ i/

ケーターはすり合わせのふたがついていど:から、ふたと本体の援するすり合わ

せの部分にワセ)y~どうすくぬり、単j~llを入れておく。 乾燥到には取化カノレ

ジウム、唆、ジリカグソレ、その他があるが、 ν リカグノレ中粒育または育 1~li昆

ものが仰いやすい。 ν リカグノレ(~青いうちは湿気を吸う力があるが、吸i!走

するにつれて紫から0]ミ色にかわる。赤くなったら充分吸況ーしてしま

カがなくなったしる Lで島るから、赤からもとの?雪色になるまで、こげないよ

うにとろ火または乾燥器にかけて乾かす。こうすることによって何ベんも再生

して使用することができる。アンプノレに封じてあるものは口を切ったらそう長

く保存でさないものが多いから Jw~駄がないよう討ニ志する。

現在市販されている薬品にはつぎにのべるように、細胞賦活剤、栄養剤、抗

生物質、色素類宅:種々あり、それぞれ効能がうたわれている。これらを表示す

るとつぎのようになる(表2)。

円。
可
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ま と め

ピースを薬品で処理するばあい、先述のように単に薬品をピースにぬるだけ

という方法がとられている。ピースのと皮はちょっとした刺戟に対して反応

し、有機質を分秘する性質があるため、このような方法ではどうしてもきずが

大きくなりやすい。従来の試験成総をみても、著者の経験によっても、実験群

においては、きずだまは何も処狸し沿い対照群より多いか同じくらいでている

ように思う。表 1においても、しらおよび脱核を考慮に入れると、薬品右使っ

た試験群においては、 A級品の増加するば亥Jいでも、くずのH:る率が多くなる

傾向があることがうかがわれる。これはその薬品主使うこと自体および使用方

法に問題があるためであると考えたい。今後はピース貝を処起してよいピース

を作ることやピース自体を処:Q;;!するもっとすぐれ i:~:方法ならびに薬品のでるこ

とが期待されている。さらにそういう処犯な施Lノ iこピースを使って作業Lた作

業貝に活力をつけ、巻きを促進することも考慮さ・れている。たとえは、すでに

著者が行なったヨークレνナγの きをよくすることに効果があった

が、i:t射が面倒なことと、浜指げだまの色の点で満足されなかったために一般

にひろまらなかった。しかし、薬品を使うことは今後の努力によって大きく進

歩し、哀珠の品質向上のために薬品が一般に用いられるようになるであろう。
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阿児地区真珠技術研究会

un4回実務k技術研究会は 4月25日、新築された立神;真珠組合で開催された。

当日は挿核も始まり忙がしい中30余人の聴視者ーを得て最後の質疑応答まで熱心

に行なわれました。

中井組合長の挨拶に始まり全翼連の浜本専務の挨拶に続いて研究発表に入り

国立真珠研究所の植本技官から時期的に最も関心のもたれている「母貝仕立に

ついて」発表がありました。中食後同じく研究所の水本技官から、最近皆の関

心を深めつつあるポリキータ一、セノレカリア等寄生虫について発表がありまし

た。研究発表の後質疑応答がかわされ3時半すぎに閉会Lました。

今回の講師及びテーマは次のとおりです。

1.母貝仕立について

国立真珠研究所 植本東彦

2. 寄生虫について

目立真珠研究所 水本三朗

賀疑応答

問…卵J去について航行の日il明をしていたゾいたわけですがおさえをかければ卵

は抜けでなくても良いというのはどうか。

植本…卵が抜けでないというのはカゴの中の民の位置によるもので貝の位置を

変えて全部卵を抜いた方が良い。

間…御座へ行って卵抜をするが他にあの様な漁坊はないか。

植本・・・御座の漁場は砂によって暖められた渇]が動くので良いとされているが今

のところその様なところは他にない。

問…潮の満ちる[時と千いて行くときとどちらが良いか。

植本…千いて行くときの方がよい。

問…ポリドラに犯された貝をピースに使つでも良いか。

水本…その状態によるが軽症程度ならさしっかえない。

問…ク日ーナーで貝掃除をする人があるがどうか。

太田…使い方によって影響があると思うが上手・に使えばさ Lっかえない。 J~:ìi越
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の組合長の話では母貝は良いが作業員については史、い珠が出る様に言って

いtc。
問…竹カゴとポリエチレン(プラスチック)のカゴとの違いは

植木…これから実験する予定であるので何んとも申し上げられない。

間・セノレカリアのついた貝をとなりの漁場へ持って来ても影響ないか。

ぇ}三本一セノレカリア ~.ì的矢湾では、水温の低下i:!'''早くトクゴロワイワ νの出て行

くのが Ljj_いのでセノレカリアは繁縦しない。だからよそから持って来た貝に

ついても漁場によるが他の員には影響ない。

間…母貝と浜場貝をピースに使った場合どうか。

太田…ピースの年齢的な意味で母員の方が良い、巻きに差がある様に思う。

日!l f，'fi 者

iJ;1 研 太回 総本東!去 7j(本三郎

水 木村三郎

_¥L やF 大西楠tl!. LlJ本 治 小林諒治 大谷 馨

JII百i手iJ孝: i甫谷達治郎 小林正1炉、 出口周三

井上敏夫 前回公司 井村 川添久雄

大谷きょ子 小林七助 ) Ilì;f，~ 山本義郎

表団俊夫 平古昭吾 平井平八 番条圭三

向 井新治 安部末吉 中井好文 山家政治

北山一郎 舟戸 弘 尾崎佐治 森下義和

森下貫一

立t~tJ漁協 中井組合長

全真連 浜本専務 浜口 泊4到1、 番i庄典子

紀州地区真珠技術研究会

1lf1l 5回真珠技術研究会は 6 月 1 日、 ~j:it三の公民館で開催されました。当日は

紀州各地から40名余の熱心な聴視者を得て開かれました。

全主主連の浜本専務の挨拶に始まり、国立哀珠研究所、町井技官の(細胞につ

いて」、 植本技官の「母貝仕立について」と研究発表がありその後すこし質疑

応答がかわされ最後に水産試験場の木村技師より最近問題になっている iX線

のとりあっかいについて」説明があり 4時半ごろ閉会しました。

今日の講師およびテーマは次のとおりです。

1. *Hl胞について

国立真珠研究所 町井 昭
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2. 母員仕立について

国立哀孫、研究所

3. X線J装置の取扱いについて

7]¥ 試験場

FG :o手

間…粘液からできるのは殻皮だけかo

~{t... 粘液~'Ì殻皮も稜柱 !?1j もつくる。

h百 三下 ι~~ コ5ン三

木村ニゴ郎

間…ピースにぬるパーノレナシ等といっしょに蒸留永

容…潟水でするほうがよい。

うのはいけな L、か。

問…海水を使う合どの程度の比重がよいか。

答・・・ 22~23が良い。

う時合はどうすればよいか。

持…それは処定どおり使用してよい。 感光色素にはブト、ウ

同じようにしてある。

問…ピースの厚さは、うすいのがよいか浮いのがよいか。

どを合み体液と

答一元気な貝f工く、元気のない員け、うすいとなっているが、はっきり Lたこ

とはわかっていない。

問…ピースに使う貝も抑制した方がよいという意見があるかどうか。

容…抑制した民合{ぞうとぎれいな珠がで去るがをき

問…ピースの乾燥のぞ!度はどうか。

。

答…時間的なものではなく、その状態、による。比重でいえば恒7い方でけ、15、;'，完i

い方では25程度だと思う。

問…しめしておい丘町今川日もつか。

答… 2臼間ぐらいは生きている。

間…ピースの裏側を使った場合。

答…裏側の部分がνミとか突起となる、ジラリ;とたる;場合もある。

問…ピースをたてに使った場合。

答…そのピースの部分が突起となる。

出 P吉 ニノ仁子オ

国 研 町井 813 植木東彦

7]¥ 日]¥ 木村三郎

来己 'i、H 速水 イ彦 浜口 L1 I本 小端英治

大谷 E~:i 植村 広 植村忠男 イ主屋 寛

奥村支挽 家崎幸太郎 奥村 親 竹内政明
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竹内文市 家!崎孝夫 倉田英明 奥村倉助

倉田新治 民部義夫 和泉卓司 北村国一

山本 久苦手 西村 f呆犬 駒田九男 筒井紀雄

相! 登志雄 浜口勝美 a日也 誼 行 東 浩之

平木久夫 奥村勝治 吉岡郁子 奥村征代

奥村あっ子 塩!日やよい 佐々木善行 相Il 長次郎

尾上一徳 家11時栄次 j兵回 浩

戸~l~ ;m 浜本専務 j兵口 ;す1l-'.ねj 番庇典子

第 I回九州ブロック:一一一寸

真珠事業協議会

真珠養殖業が包減している問題点に対処、解決を図るため、冥珠養殖業者と

地方行政当局、並びに農林中央金庫と隔意のない意見を交換するため第 1回九

州プロック真珠事業協議会を、水産庁と本会との共催で 6月19、20日の両日、

長崎市松ケ枝町、長崎県水産試験場会議室において開催した。

水産庁よりは斎任早々の猿田漁業振興課長と谷口真珠係長が、九州各県からは

夫々担当官が、又農林中金からは深津融資第三部長を始め九州各県支所の担当

者が、本会からは御木本会長以下高橋、浜本両専務、井上、回辺両常務、平賀

部長、外九州地区内の真珠漁協長が出席し極めて熱心に意見交換が行われ、今

後その成果が大いに期待される。

会議の概要は次のとおりである。

(第 1日)

1.主催者として、猿田漁業振興課長、および御木本会長の挨拶に続き、来賓

を代表して梁瀬長崎県水産部長および農林中金課津融資第三部長の挨拶が

あった。

2. 最近における真珠一般情勢について。

水産庁谷口翼珠係長より、核、母貝、加工、輸出、海外真珠の現況につい

て説明、特に今後の真珠養殖は品質のよい珠をつくること、全国的な組識
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を更に強化して進むことの必要性について強調された。

3. 全翼連の活動状況について御木本会長、浜本専務より説明。

4. 各県の施術目標の実施状況、密嫡防止措置等今後の施策についてO

御木本会長が議長となり各県毎に説明その概要は次のとおりである。

①長崎 県

票区i;ほ画漁業権は本年4月切替えを完了した。方針としては充分な漁場

を与え効果的に利用されるよう潟、」喝の配置関係についても考えた。 r'手設
筏数については業者の自党に期待し条件制限など付けなかった。匂~iき

後、一部手首しを要する漁場や避寒漁場が不足しているので再検討して

いる。 42年度には 5，200万貝の施術達成を目標としている養殖技術の向

上を図るため真珠組合と連繋をとって関係者の教育を積械的に進めた

い。又ほ貝itt殖については県内市要がまかなえるように育成したい。

@ 熊本 県

35年以降既存業者育成のため免許方針を定め原則として新規免許を停止

していたが昨年地元漁民を主体とした小規模経営の者に一部試験的に免

許した。密旭防止を主眼として指導しているが業者も自主的によくやっ

ている。冥政漁場で母貝養殖もやっている特殊なものについては、翼珠

と母貝の両漁業権を重複して免許しているが免許に当って間漁業権が異

なった者に免許されることのないよう事前に措置している。]立王l稚貝は

全て県外から移入している。

@佐賀県

27年三重県業者によって始められ、 39年 1月漁業権の切替えを完了し

た。真珠品質向上のため漁場を広く又一湾一業者というようにしたい。

密殖の状態はあらわれていないが筏数の規制を次のように笑施してい

る。今後も密殖防止に重点をおく考えである。

真珠筏 1台 600d 

真珠貝筏 /，1 400m2 

を基準に筏数の限度を算定。

④ 福岡 県

業者も 2人で真珠漁場の間積も47，000m2程度である。今後各県の状況を

参考にして検討していきたい。

⑥大分県

37年より密娼となった。今凹の漁業権切替えに当つてはこれに対処して

次の方針に基づいて実』とした。
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( 1) 真珠美殖と母貝の詩給関係を乱さないこと。

(2) 漁場の老化防止。

ゆ) 母員養殖より zz:珠養績にi~;;;向する場合協業化の促進。

密嫡を防jとするため各漁場毎に浮設する筏数の限度を免許に当り条f'i=常IJ

liHとして{、j-けている。その限度は次の基準に基づいて算定している。

思珠筏 1台当り 990m2(300坪)、 1台市貝数5，000貝以内。

真珠貝伐 1台当り 495m2(150坪)

経営体数197のうち県内業者167で全てほ員養殖からの転向者で、しかも

その規模もノトさく施術数に10万貝以下である。経営規模の大きい県外業

者とこれら沿岸漁業からの転向者との格差が真珠漁協設立を遅らせてい

る)京区!の-_-つとなっている。今後は冥珠業者と母貝養殖を行っている漁

とによって組織している大分県主拍車工米卒業振興会の脱皮

とほ貝の部会に区分し、哀]ネ業利i別漁協の設立を積極的に進:') 

め全主主速に参加するよういたしたい。

稚貝の購入を希望される県は予め必要量を大分県養矯真珠事業振興会を

通じ連絡するようにしてほしい。

⑥宮 崎 県

主珠V土制島 j湾で三重県業者が 1 入、 ìf~城湾で、地元業者 1 人が養殖してい

る。請、水i巧は県外業者がjMf寒渋、県として利用している程度で現在のとこ

ろ密地に陥る心配はない。近年北itli湾地区で引i貝採!古が盛んになって米

た。今後稚貝供給県としてT守成したい。採出については自主的な規制を

指導いたしたい。

(j) 鹿児品保

開発の 'ljz.詐が多くなってきた。免許について

している。県地元、業者ザで充分協議の上免許して

いる。新規免許については今後施術の持込みを条件に考えたい。漁場

計画iC当って

る広さにしたい。台1

の安定を阿る見地から原則として30万民位施予防でき

て との需給関係を考えてい

る0

球品質保持のため漁場と筏数については次の基準によって指導してい
マ
心 。

}.1J~i~ :_，鹿児島海区は 1台当り1， OOOm'大島海区2，300m2、1台の吊民数

4，000貝以内とし貝数を基本iこしてよ見ifilJしている。

5 各;b~ßk漁協の活動状況、および要望事項

ハ
b

円
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① 長崎県真珠漁協

西村組合長が概況について説明。農林中金の生産資金については次のこ

とに留意して組合員を指導している。

(1 ) 融資によって当年ものが増加しないこと。

(2) 系統出荷量の増加。

(3) 自己資本の充実。

(水産庁への要望事項)

(1) 真珠研究所大村支月Frの人員、施設の拡充。

(2) 真珠養殖共済の掛金率の低下を図ってほしい。

(全哀連への要望事項)

( 1) 翼珠品質低下の傾向に対し強力な打解策を。

(2) 全翼連の増資は単協を充実した後で。

(3) 粗悪真珠集荷対策をより積極的に。

(4) 中央で税務問題を積;駆的に取り上げよ。

@ 対馬頁珠漁協

言~Jt事組合長が概況説明。

(要望事項)

( 1) 漁業格設定に伴う、漁場料について行政的な指導措置。

(2) 施術工不足の現状に鑑み養成機関の設置。

@ 鹿児島県漁協

黒木組合長が概況説明。

(要望事項)

( 1) 地元小業者の生産資金について系統機関で考えてほ Lい。

(2) 県外大手業者も地元の共販体制に協力するようにしてほしい。

④ 佐賀県冥政漁協

吉田組合長が概況説明。

(要望事項)

(1 ) 真珠漁場と母貝漁場との調整を考えてほしい。

(2) 真珠貝寄生虫対策の研究。

6. 真珠漁協の設立、及び全真連への加入について。

高橋専務より熊本県の真珠漁協に対し全翼連への加入を大分県に対し豆

珠漁協の設立と全冥連への加入宏依頼、 iiIIT県共もその方向て努力する旨

回答があった。
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(第2日)

1.真珠金融の現状と問題点について。

農林中央金庫深津融資第三部長より説明があり、特お次の点を強調され

? 

1'-。
① 相思表:珠を市場から追欣すること。

② 海外への販売体制を関係者が協力して強化すること、このためには全頁

速の強化が必要なこと。

生産資金は無謀な増産をさけ経営の安定を図るよう有効な使用を図って

ほしい。

2. 各県における農中融資の状況。

各支所から説明の後、各地区真珠漁協から具体的な要望が出された。

国立真珠研究所蓮尾大村支所長より現在までの研究概要と今後の計画につ

いて説明があり正午過ぎ散会。

H-¥ 1市者
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ノケ

@ 

口

永

JII 

原

西田隆

吉田寛

足野静

中島兵

平原宏

西 岡 勝 次

岩橋六三

紀伊原益雄

東郷庄三郎

黒 木 貞 夫

河野享太郎

河野孝吉

中国勇光

達

定

莫

雄

利

澄

登

昭

之

要

英

可

犬

街

回

口

尾

猿

谷

蓮

山

松

小

課長

真珠係長

所長

技 官

技師

大村支所

水産課 笑

楠

主 査

技 師

組合長

水産課

福岡県

県賀

グ

佐

。

真珠漁協

山勝亘珠

水I~i~課

// 

/1 

課長補佐

技師

組合長

理事

課長補佐

技師

組合長

技師

真珠漁協

真珠漁協

水産課

漁、政課

熊本県

グ

ヶ

立児島県

/1 

// 

ィケ

// 

組合長

相ぬ

宮の浦潟、協

宮崎県

// 

/1 



秋

徳

求

世

章

次

要

治

郎

彦

樹

治

夫

男

博

真

喜

雄

敵

雄

之

郎

男

之

に

年

正

兆

信

孝

康

三

俊

博

昭

一

室

正

一

光

政

力

士

立

ロ

プ

正

金

住

謙

木

田

田

須

谷

瀬

関

山

島

島

尾

島

水

岡

崎

木

尾

元

村

内

崎

当

日

村

Z

崎

見

々

i

J

古

武

邦

脇

梁

小

宮

中

副

針

回

清

藤

浦

奏

岩

佐

中

永

野

宮

川

浜

山

西

佐

田

海

課長補佐

主任

水産課大分県

城

作

操

徳

人

作

雄

夫

士

口

長

長

長

佐

師

金融係長

主査

長

十

企

師

長

長

長
ムロ

係

主

技

場

部

組

理

// 

長

佐

部

次

課

補

技

課

補

グ

グ

// 

イク

ィク

// 

真珠振興会

漁政課

水産振興課

水産試験均

宴珠漁協

水産部

イ?

長崎県

// 

// 

// 

// 

// 

。
// 

イ?

グ

// 

グ

// 

// 

H 

ペ?

。

H 

// 

。

。

// 

グ

。，

三

秀

種

高

滋

嘉

f-~ 
は刀

月泰

口

賀

中

一

点

平

斎

古

// 

グ

隠さ ~l …一

組合長

副組合長

nu--
つL

// 

// 

対j主翼殊法、協

H 

// 

/; 

。

/; 

。

// 



l)jx猪佐美

間口

古山

ifi 回

深津吉郎

笠 間 信 司

自川一夫

中島俊治

笠原信一郎

沢一郎

大平慶二

諏訪光

三谷 IJ務 次

森 正男

石 芹 秀 夫

弁 上 粥 栄

宇日川忠保

力日)時勇治

倫J木本美隆

高 橋 泰 彦

浜本忠史

井上 j議

田辺耕治

平賀太寿雄

主討
弓ヨト参対島真珠漁協

楠木真珠

回l崎真珠

長崎県

// 

部 長

貸付第2課長

所長

業務課長

調査役

業務課長

融資第3部

福岡支所

長崎支所

命

長+，
グ

// 

// 

// 

務専

// 

熊本支所

大分支所

日本真珠振興会

// 

// 

事

務
班

専

日本莫J~ミ輸出組合

// 

// 

仕入部長

。次長

会長

専務

-30-

務

長

常
庁
，

古五

。
御木本冥f朱会社

グ

全

グ

連哀

// 

// 

// 

/J 



井 上 蹴

大月さんがなくなったことは築界の一大損失で

あるが、自分と してもまたとない削i父宮欠い、 淋

しい限りだ。

その尚潔な人憾と、信念、の強い優れた桁当事者で

あったことは今民いうまでもない。 :Vtiまれたらい

やということができない大月 さんであった。手形

保訟についても断 り 切れず、 幾人かの保J~・ 61務を

弁済された。

戦後今nまで業界の耳元役と手を挙げた人も激多くあったが、被害者の一人に

.必ず大刈さんが加わっていた。

厳しそう なあの風数!と何ロ!と対し、 初めてあった人は維もが近づき日ff;いと感

ずるだろうが、 只，~心j伎のやさしい人であった。

自分も J~Wにお1!: ，¥去になった当初は、何と取りつきにくい、むつかしい人だ

ろうと 、 {政~してい十が、 お回にか L り活す椴会がある悦に、 その先入感を打

消して、凡そ外慨と lF，1え九Iの人であり、 俳句もやり十i'il沫引かな人であることを

知1り、 芯父の女11く来日 Lめる方として、心からおしたいしていた。

ìl刊は とてもお好きで、 i次むほどに、 酔うほどに、 移11械~t~が よくなって、 ぷJ命

風発、議論は尽くる ところを知らず、 長くなって、消J，'i'，での大月さんの隣府

(1: 、 皆んな避けていた。あの厳格そうな魁 fJ;~な風姿ながら、一陣独特な~嫡に

富んだ突創!ま、何んともいえぬ魅力だった。

全国漁協の花策!と対して も、冥剣l乙相11:)!にのってくれて親身になってW('i-Rを

閲ってmいた。われわれは何か重大事('1二の1克悦lζ大対さんを訪ねて御忠弘をき

かせてもらった。ロット光の相談!こ行っても、ロヂの以上自!Jというより II分のこ

とLして、その処分に欣然同意してくれた。

;cr~業界はこのやit大な指噂者により、幾度か難局を切り抜けて今日の隊戚を

遂げたが、 今やその人もなく 、いい しれぬ次匁を感ずる次第である。

われわれ点保業界は ~j;げてその長逝を十JTみ送る!と業界邦を以てした。大月さ

んはこれにf;日するた Y一人の人ともいえる。

i栄 1~~ の」以þ;lな1.<し 、 。[I}!;似をお祈り したい。 (令点述常務沼市)
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後集編 コU
町

田

町

田

口

。皆様のお千えに第 3巻、第 2?をお送りいたし

ます。

O真珠業界の長さであり、業界功績者の大月知男氏が 7月13日「こ

うえんJとして谷川笠去なされました。

真珠業界発展の為、情熱、誠意、を第一義として幾多の功績を残さ

れたことに感測し、御室の安らかに昇・天あらんことをお祈りいた

します。

0烹~ミの日書好も小さいものから大きいものに移向しています。大き

いサイズの手術貝数もふえてきていると思います。大きい珠の専

門の共栄水産KKの大須賀氏に有意義な論文をいただきました。

参考にして下さい。

C問題のポリキーターの駆除について長崎、大村jf;での報告をいた

だきま Lた。いままでの駆除結果を参考にされ、漁場に合った方

法を考えて実行して下さい。

0いつものことながら研究会報の原稿が少なく、今日までのびてし

まいました。各地の会員の皆様も出来るだけ、どんな短文でも結

構ですから編集局まで御寄せ下さい。
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